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 EXTEND2010 に基づく平成 25 年度第 1 回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 

13.07.26 

 資料 ６－１  
 

平成 24 年度化学物質の内分泌かく乱作用に関する公開セミナー 

開催報告 

 

１．背景 

化学物質の内分泌かく乱作用（いわゆる「環境ホルモン」）については、平成 22 年 7 月

に環境省が「化学物質の内分泌かく乱作用に関する今後の対応― EXTEND2010 ―」を取

りまとめた。これに基づき、現在試験法の開発、評価の枠組みの確立、作用・影響評価の

実施、野生生物への影響等に関する研究などを進めている。 

「化学物質の内分泌かく乱作用に関する公開セミナー」は、これまでに実施してきた化

学物質の内分泌かく乱作用に関する調査研究の成果等について、専門家や市民の方々へ広

くお知らせすることを目的として、平成 22 年度より開催してきた。 

今回の公開セミナーは、「内分泌かく乱作用が生物に及ぼす影響をいかに評価するか」に

焦点を当て、EXTEND2010 における取組みの現状、関連する研究の進捗状況、海外の取

組みの動向等について紹介した。 

 

２．概要 

日時    ：平成 24 年 12 月 17 日（月）13:30～17:00 

会場    ：浜離宮朝日ホール・小ホール 

東京都中央区築地 5-3-2 朝日新聞東京本社・新館２階 

主催    ：環境省 

一般参加者数：75 名（応募 92 名） 
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３．プログラム 

13:30 開会（環境省） 

13:40 化学物質の内分泌かく乱作用に対する環境省の取組みの現状（環境省） 

14:25 かえる、メダカ、ミジンコで内分泌かく乱を測る！？ 

鑪迫 典久（独立行政法人国立環境研究所） 

15:25 日本沿岸域における内分泌かく乱化学物質の生物影響～沿岸性海洋生物を用

いた調査から～ 

征矢野 清（長崎大学大学院） 

16:10 環境ホルモン問題から 16 年－欧米やオーストラリアなどの現在の取り組みに

ついて 

井口 泰泉（自然科学研究機構） 

16:55 閉会（環境省） 

 

４．内容 

（１）はじめに、環境省より「化学物質の内分泌かく乱作用に対する環境省の取組みの現

状」として、環境省による取組の現状の概要を説明した。 

 

（２）続いて、化学物質の内分泌かく乱作用を検出するためのカエル、メダカ、ミジンコ

を使った生物試験方法の概要が説明された。 

 

（３）さらに、日本沿岸における内分泌かく乱化学物質による生物への影響を把握するた

めの調査の概要が説明された。 

 

（４）最後に、WHO、EU、イギリス、アメリカ、オーストラリアなどの海外における環

境ホルモン問題への取組の現状や課題等の概要が説明された。 

 

（５）開催報告及び講演資料については、以下の URL＊で公開している。当日使用された

パワーポイント資料(スライド)に演者の口頭での説明を添付した。（別紙１参照） 

 
＊http://www.env.go.jp/chemi/end/extend2010/seminar/seminar2012/index.html 

 

５．アンケート 

出席者より提出されたアンケートの集計結果概要を添付した。（別紙２参照） 

 

６．平成 25 年度の開催 

平成 24 年度のアンケート結果等を踏まえ、内容等について一部見直しを行った上で、

平成 25 年度も公開セミナーを開催することを検討する。 
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（別紙１） 
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（別紙２） 

I. 貴方の属性に関する以下の質問について、該当する番号に○を付けてください。 

 

  Q1 あなたの性別を教えてください。（回答数 74 無回答 0） 

  Q2 あなたの年齢を教えてください。（回答数 73 無回答 1） 

2 名

20 名

20 名

14 名

2 名

0 名

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

 

 

男性 58 名 

6 名

7 名

2 名

0 名

0 名

0 名

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

 

 

女性 16 名 

 

  Q3 ご所属を以下からお選びください。（回答 71名、無回答 3名） 

41 名

6 名

11 名

2 名

7 名

3 名
1 名

0 名

①企業

②業界団体

③地方自治体などの行政機関

④NPO・NGOなどの非営利団体

⑤特殊法人・独立行政法人など

⑥大学等研究機関

⑦報道機関

⑧その他

 

⑧その他の回答 
調査研究：1名、無回答：3名 
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II. 今回開催したセミナーに関する以下の質問について、該当する番号に○を付けて 

下さい。 

 

  Q4 講演の満足度をお答えください。 

  Q4-1 化学物質の内分泌かく乱作用に対する環境省の取組みの現状 

 （回答 72名 無回答 2名） 

11 名

38 名

19 名

1 名1 名2 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

 
  Q4-2 かえる、メダカ、ミジンコで内分泌かく乱を測る！？（回答 69名 無回答 5名） 

26 名

38 名

0 名

4 名
0 名

1 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 



 6 

  Q4-3 日本沿岸域における内分泌かく乱化学物質の生物影響～沿岸性海洋生物を用い

た調査から～（回答 64名 無回答 10名） 

15 名

36 名

9 名

3 名

1 名
0 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

 
  Q4-4 環境ホルモン問題から 16 年－欧米やオーストラリアなどの現在の取り組みに

ついて（回答 58名 無回答 16名） 

32 名

8 名

0 名
0 名 1 名

17 名
①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加
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  Q5 今回開催したセミナーで、化学物質の内分泌かく乱作用について 

    理解は深まりましたか。（回答数 70 無回答 4） 

12 名

49 名

9 名
0 名

0 名

①大いに深まった

②深まった

③どちらとも言えない

④あまり深まらなかった

⑤深まらなかった

 

 
  Q6 今回開催したセミナーで、化学物質の内分泌かく乱作用への研究の必要性や今後

の対応のあり方について理解は深まりましたか。（回答 70名 無回答 4名） 

8 名

48 名

12 名

2 名

0 名

①大いに深まった

②深まった

③どちらとも言えない

④あまり深まらなかった

⑤深まらなかった
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  Q7 今回開催したセミナーの運営や対応はいかがでしたか。（回答 68名 無回答 6名） 

7 名

31 名

27 名

3 名

0 名

①非常によかった

②よかった

③ふつう

④あまりよくなかった

⑤悪かった

 

Q7 どのような点が？ 

①非常によかった ・定刻通りに進行された。電話での応対もよかった。 

 ・初心者向けに分かりやすい内容であった。 

②よかった ・先生たちの説明が非常に分かりやすかった。 

 ・断片的理解の状態から横断的理解へ促進された。 

 ・内容が多岐に渡るため、少々雑多となっていた点が残念。他は OK に思う。 

③あまりよくなかった ・事前にプログラム（時間割）を HP にアップしていただけると全容が 

イメージできて助かります。 

 ・資料はきれいでよかった。会場がやや寒い。 

 ・会場が寒かった。 

 ・内容はよいが、会場･人員等無駄が多いと思われる 

④あまりよくなかった ・寒すぎた。ポインターが小さく見にくかった。 

 ・時間が短い 

 ・テーブルの無い席しか空いていなかった。 

⑤悪かった ・受付対応を直接してないスタッフが無愛想だった。男性 
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  Q8 今回開催したセミナーを知った経緯を以下からお選びください。 

（回答 71名 無回答 3名） 

39 名

2 名

7 名

5 名

0 名

7 名

2 名

3 名0 名3 名

0 名
5 名

①ホームページ

　　環境省

　　その他

②メールマガジン

　　（環境省）

　　（ケミマガ・ブリーフィング）

　　（JETOC）

　　（無回答）

③業務上の取引先等からの紹介

④所属する業界団体からの紹介

⑤同業他社からの紹介

⑥知人・友人からの紹介

⑦新聞・雑誌

⑧その他

 

 
  Q9 化学物質の内分泌かく乱作用についてのセミナーは必要だと思いますか。 

（回答数 73 無回答 1） 

①はい 70 名 

②いいえ 0 名 

③どちらでもいい 3 名 

（無回答） 1 名 

合計 74 名 

 

  Q10 今後、化学物質の内分泌かく乱作用についてのセミナーが開催される場合、 

どのような内容を希望されますか。 

（回答 70名 無回答 4名） 

①最新の知見についての発表 44 名 

②行政の取組等の説明 36 名 

③専門家等によるパネルディスカッション 12 名 

④その他 12 名 

 

⑤その他の記述内容 

・海外の最新情報（海外の専門家の話、海外での取組み(国レベルでの)状況報告など） 

・他省庁との連携や相違など 

・規制対象物質に関するクライテリア、物質評価の中長期的計画について 

他 


